
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　据え付けた建物ユニット上に屋根ユニットを配設し、前記屋根ユニットに屋根パネルを
配設した建物の屋根構造において、
　前記建物ユニットの切妻側に棟梁両側から軒に向かう上梁フレームと

と桁梁フレームからなる破風部材を立設し、
　

破風部材に略三
角形の破風パネルを配設したことを特徴とする建物の屋根構造。
【請求項２】
前記建物ユニット上の棟方向に少なくとも一対の破風部材を配設し、前記一対の破風部材
を棟梁部材で接続したことを特徴とする請求項１に記載の建物の屋根構造。
【請求項３】
前記破風部材の屋外側に破風パネルを配設したことを特徴とする請求項１又は２に記載の
建物の屋根構造。
【請求項４】
前記棟梁両側から軒に向かう上梁フレームの上にそれぞれ屋根パネルを配設し、この両側
の屋根パネルの上端部を連結具で連結したことを特徴とする請求項１～３記載の建物の屋
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その上梁フレーム
が取り付けられた接合部材

前記接合部材に接合される棟梁部材に向けて開口する前記接合部材の断面コ字状の本体
部の開口先端から軒側に向けて垂直に屈曲する屈曲部に前記棟梁部材の端部に設けられた
接続板を当接させると共に、前記屈曲部の下端を支持する支持部に前記棟梁部材の接続板
の下端を支持させた状態で前記接合部材と前記棟梁部材とを接合し、前記



根構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、建物の桁面に破風パネルを配設できる屋根構造に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、図７（ａ）に示すように、複数の住宅ユニット１上に設置した棟ユニット２から左
右軒方向に複数の屋根パネル３を棟方向に連設するとともに、両切妻面側に棟ユニット２
を境に左右軒方向へ分離の破風パネルユニット４を設置した建物の屋根構造が知られてい
る（特開平８－３１２０５２号公報参照）。
【０００３】
破風パネルユニット４は、棟ユニット２の左右に設置する左右勝手違いに構成し、棟方向
を所定幅として屋根パネル３の軒方向と同じ長さとしたケラバ６と、切妻面となる住宅ユ
ニット１と棟ユニット２とケラバ６との略直角三角形状とした破風パネル５とからなって
いる。この破風パネルユニット４は、破風パネル５とケラバ６とを工場で組立てて一体化
し、建設現場に輸送される。
【０００４】
建設現場では、図７（ｂ）に示すように、連設して据え付けた３つの住宅ユニット１の中
央の住宅ユニット１上に棟ユニット２が設置され、棟ユニット２の右軒端縁２ａから右軒
方向と左軒端縁２ｂから左軒方向とに屋根パネル３が棟方向に連設して敷設される。
【０００５】
その後、破風パネルユニット４がクレーンで吊り上げられ、切妻面側の棟ユニット２の右
軒端縁２ａから右軒方向に破風パネルユニット４が設置され、破風パネルユニット４のケ
ラバ６と屋根パネル３とが接合される。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来の建物の屋根構造は、破風パネルユニット４が棟ユニット２を境に左
右軒方向へ分離した構造であり、左右破風パネルユニット４の破風パネル５と棟ユニット
２の切妻面との桁面を一体の破風パネルで形成することができないとの構造上の問題があ
った。
【０００７】
そこで、この発明の目的は、建物の桁面に破風パネルを配設できる屋根構造を提供するこ
とにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　この目的を達成するため、この発明の請求項１は、据え付けた建物ユニット上に屋根ユ
ニットを配設し、前記屋根ユニットに屋根パネルを配設した建物の屋根構造において、前
記建物ユニットの切妻側に棟梁両側から軒に向かう上梁フレームと

と桁梁フレームからなる破風部材を立設し、

破風部材に略三角形の破風パネルを配設
したことを特徴としている。
【０００９】
このように構成された請求項１に記載のものでは、建物ユニットの切妻側に破風部材が立
設され、この破風部材に略三角形の破風パネルが配設される構造としたので、建物の桁面
に破風パネルが配設された屋根構造にできる。
【００１０】
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その上梁フレームが取
り付けられた接合部材 前記接合部材に接合さ
れる棟梁部材に向けて開口する前記接合部材の断面コ字状の本体部の開口先端から軒側に
向けて垂直に屈曲する屈曲部に前記棟梁部材の端部に設けられた接続板を当接させると共
に、前記屈曲部の下端を支持する支持部に前記棟梁部材の接続板の下端を支持させた状態
で前記接合部材と前記棟梁部材とを接合し、前記



請求項２は、前記建物ユニット上の棟方向に少なくとも一対の破風部材を配設し、前記一
対の破風部材を棟梁部材で接続したことを特徴としている。
【００１１】
このように構成された請求項２に記載のものでは、一対の破風部材と棟梁部材とが分離し
て建物ユニット上に配設される構造としたので、破風部材と棟梁部材とを工場から建設現
場に個別に輸送でき、輸送効率が向上する。
【００１２】
請求項３は、前記破風部材の屋外側に破風パネルを配設したことを特徴としている。
【００１３】
このように構成された請求項３に記載のものでは、破風パネルが破風部材の屋外側に配設
される構造としたので、変化のある建物の桁面が設計することができる。
【００１４】
請求項４は、前記棟梁の両側から軒に向かう上梁フレームの上にそれぞれ屋根パネルを配
設し、この両側の屋根パネルの上端部を連結具で連結したことを特徴としている。
【００１５】
このように構成された請求項４に記載のものでは、両側の屋根パネルの上端部が連結具で
連結される構造としたので、屋根パネルが上梁フレームの上を滑って下方にずれることが
ない。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の実施の形態に係わる建物Ｔの屋根構造を図１乃至図７を基に説明する。
【００１７】
本実施の形態に係わる建物Ｔの屋根構造は、図１に示すように、建物ユニット１０上の棟
方向中央に設置した屋根ユニット１１の両切妻側に立設した一対の破風部材２０と、この
一対の破風部材２０に配設した棟梁部材３０と、破風部材２０の両切妻側に略三角形の破
風パネル４０とを配設したものである。なお、屋根ユニット１１の両側の破風部材２０と
の上には、屋根パネルＰが連設されている。
【００１８】
破風部材２０は、図２に示すように、棟梁部材３０に連結される接合部材２１と、この接
合部材２１から右側に取り付けられた桁切上梁破風フレーム２２と、左側に取り付けられ
た桁切上梁破風フレーム２３と、桁切下梁破風フレーム２４と、桁切上梁破風フレーム２
２と桁切下梁破風フレーム２４とを連結する右桁切接合ボックス２５と、桁切上梁破風フ
レーム２２と桁切上梁破風フレーム２３とを連結する左桁切接合ボックス２６とからなっ
ている。
【００１９】
接合部材２１は、図３（ａ），（ｂ）に示すように、断面コ字状の本体部２１ａの開口先
端から右側に屈曲した右側屈曲部２１ｂと左側に屈曲した左側屈曲部２１ｃと、この左右
屈曲部２１ｂ，２１ｃの下端を支持する支持部２１ｄとからなる。この接合部材２１は鋼
鉄製である。
【００２０】
本体部２１ａの右側部には、右側の桁切上梁破風フレーム２２が接続され、左側部には、
左側の桁切上梁破風フレーム２３が接続される。そして、この右側の桁切上梁破風フレー
ム２２には屋根パネルＰを接続する接続板ＰＢ１が取り付けられ、左側の桁切上梁破風フ
レーム２３には屋根パネルＰを接続する接続板ＰＢ２が取り付けられている。
【００２１】
また、左右屈曲部２１ｂ，２１ｃには、棟梁部材３０を接続する接続孔（図示せず）が穿
設されている。
【００２２】
破風部材２０の右側の桁切上梁破風フレーム（上梁フレーム）２２には、図２に示すよう
に、接合部材２の本体部２１ａ右側部に一端が接続されているとともに、他端が右桁切接
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合ボックス２５に接続されている。また、左側の桁切上梁破風フレーム（上梁フレーム）
２３には、接合部材２の１本体部２１ａ左側部に一端が接続されているとともに、他端が
左桁切接合ボックス２６に接続されている。そして、桁切下梁破風フレーム（桁梁フレー
ム）２４には、右桁切接合ボックス２５に一端が接続されているとともに、他端が左桁切
接合ボックス２６に接続されている。各破風フレーム２２，２３，２４は鋼鉄製のチャン
ネルを上記形状に成形したものである。
【００２３】
破風部材２０の右桁切接合ボックス２５と左桁切接合ボックス２６とは、角パイプを下記
のようにして成形したものである。
【００２４】
右桁切接合ボックス２５は、図２に示すように、右側の桁切上梁破風フレーム２２を接続
した上部を略屋根勾配角に切断し、桁切下梁破風フレーム２４を接続した下部を桁切下梁
破風フレーム２４の下端面に合わせて水平に切断したものである。また、左桁切接合ボッ
クス２６は、左側の桁切上梁破風フレーム２３を接続した上部を略屋根勾配角に切断し、
桁切下梁破風フレーム２４を接続した下部を桁切下梁破風フレーム２４の下端面に合わせ
て水平に切断したものである。
【００２５】
この破風部材２０は、破風部材２０を構成する各部材，フレーム等を用意して工場内で下
記のようにして組み立てたものである。
【００２６】
まず、接合部材２１の本体部２１ａの右側部に、接続板ＰＢ１を溶接した右側の桁切上梁
破風フレーム２２を溶接するとともに、左側部に、接続板ＰＢ２を溶接した左側の桁切上
梁破風フレーム２３を溶接する。
【００２７】
次に、右側の桁切上梁破風フレーム２２の先端を右桁切接合ボックス２５に溶接するとと
もに、左側の桁切上梁破風フレーム２３の先端を左桁切接合ボックス２６に溶接する。
【００２８】
そして、右桁切接合ボックス２５と左桁切接合ボックス２６とに桁切下梁破風フレーム２
４を溶接する。
【００２９】
棟梁部材３０は、図４に示すように、棟梁３１と、この棟梁３１両端の桁切用棟部接続板
３２と、棟梁３１中央両側の桁切用屋根パネル取付金具３３とからなっている。
【００３０】
棟梁３１は、両端に桁切用棟部接続板３２を取り付けているとともに、略中央部の両側部
に桁切用屋根パネル取付金具３３を取り付けたものである。この棟梁３１は鋼鉄製角パイ
プを上記形状に成形したものである。
【００３１】
桁切用棟部接続板３２は略方形状の鋼板で、この鋼板の略中央には棟梁３１端部が取り付
けられ、四隅に接続孔３２ａが穿設されている。この桁切用棟部接続板３２に破風部材２
０の接合部材２１左右屈曲部２１ｂ，２１ｃが当接され、左右屈曲部２１ｂ，２１ｃの接
続孔と桁切用棟部接続板３２の接続孔３２ａとに通したボルトをナット止めして固定する
。
【００３２】
桁切用屋根パネル取付金具３３は、棟梁３１の底面から突出した底板３３ａと、棟梁３１
の上面から屋根勾配角で突出した上板３３ｂと、底板３３ａと上板３３ｂとの先端に取り
付けられた先端板３３ｃと、左右側板３３ｄ，３３ｅとからなる箱状体であり、この桁切
用屋根パネル取付金具３３が棟梁３１の側面から突出している。この上板３３ｂには、屋
根パネルＰの流れ梁７を取り付ける取付孔３３ｆが穿設されている。
【００３３】
この棟梁部材３０は、棟梁部材３０を構成する棟梁３１，桁切用棟部接続板３２等を用意
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して工場内で下記のようにして組み立てる。
【００３４】
まず、棟梁３１の両端に桁切用棟部接続板３２を溶接し、溶接で組み立てた桁切用屋根パ
ネル取付金具３３を棟梁３１の中央に溶接する。
【００３５】
破風パネル４０は、図１に示すように、切妻側の破風部材２０面に配設される。
【００３６】
屋根パネルＰは、図１に示すように、ケラバ部に取り付けられる屋根パネルＰ－１と一般
部に取り付けられる屋根パネルＰ－２とからなる。そして、ケラバ部に取り付けられる屋
根パネルＰ－１は、図５に示すように、一般部に取り付けられる屋根パネルＰ－２にケラ
バ部分Ｋを延設したものである。従って、ケラバ部に取り付けられる屋根パネルＰ－１を
説明し、一般部の屋根パネルＰ－２の説明を省略する。
【００３７】
この屋根パネルＰ－１は、図５および図６に示すように、ベース７０の上に屋根部８０を
取り付けたものである。
屋根部８０は、複数本の木製の垂木８１をほぼ平行に並べ、この垂木８１の上端と下端を
木製の継ぎ桟８２で連結して枠組を製造し、この枠組の上面に野地板８３を取り付け、下
面に下板８４を取り付けたものである。
【００３８】
屋根パネルＰ－１のベース７０は、３本の金属製の流れ梁７２がそれぞれケラバ部Ｋの側
縁位置、ケラバ部Ｋと一般部Ｌとの境界位置、一般部Ｌの側縁位置にほぼ平行に並べられ
、この流れ梁７２の上端部と下端と中間部（２箇所）を金属製の継ぎ梁７１で連結したも
のである。そして、この屋根パネルＰ－１の上端には連結板７５が取り付けられている。
【００３９】
この連結板７５は、図６に示すように、屋根パネルＰ－１のベース７０の下面に沿う部分
７５１と、この部分７５１からほぼ直角に折曲されてベース７０の端面に沿う部分７５２
と、この部分７５２からほぼ直角に折曲された屋根部８０に沿う部分７５３とからなる断
面Ｚ形の長尺体であり、屋根パネルＰ－１を、図１に示すように、左右の桁切上梁破風フ
レーム２２，２３と桁切用屋根パネル取付金具３３に架け渡すと、ベース７０の下面に沿
う部分７５１が接続板ＰＢ１，ＰＢ２と上板３３ｂに当接するようになっていて、接続板
ＰＢ１，ＰＢ２に設けられた図示しない取付孔と、上板３３ｂに設けられた取付孔３３ｆ
に相対する位置に設けられた図示しない取付孔に挿入したボルトにナットが螺入されて屋
根パネルＰ－１を破風部材２０に取り付けることができるようになっている。
【００４０】
又、屋根部８５に沿う部分７５３の所々に連結片９０が溶接されている。
この連結片９０は屋根部８５に沿う部分部分７５３に溶接された部分９１と、この溶接さ
れた部分９１からほぼ垂直に折曲された連結部９２とからなり、図６に示すように、左右
の屋根パネルＰ－１の上端を棟梁部材３０の上方で相対するように取り付けたときに、左
右の屋根パネルＰ－１に取付けられている連結部９２が相対するようになっている。そし
て、連結部９２に穿設された連結孔にボルト９５が挿入され、このボルト９５にナット９
６が螺入されて、屋根パネルＰ－１がボルト９５・ナット９６（連結具）で連結されるよ
うになっている。
【００４１】
次に、建物の屋根構造の施工について説明する。
工場で組立てた破風部材２０、棟梁部材３０、破風パネル３０、屋根パネルＰ等を必要量
建設現場に輸送する。
【００４２】
そして、破風部材２０をクレーンで吊り上げ、図１に示すように、建物ユニット１０上の
棟方向中央に設置した屋根ユニット１１の切妻側に破風部材２０を立設する。さらに、破
風部材２０をクレーンで吊り上げられて切妻側に破風部材２０を立設する。
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【００４３】
次に、棟梁部材３０をクレーンで吊り上げ、屋根ユニット１１側の破風部材２０と切妻側
の破風部材２０との間に棟梁部材３０を運び、棟梁部材３０の桁切用棟部接続板３２を破
風部材２０の接合部材２１の本体部２１ａの左右屈曲部２１ｂ，２１ｃに面設する。そし
て、左右屈曲部２１ｂ，２１ｃの接続孔と桁切用棟部接続板３２の接続孔３２ａとを合せ
、図３（ｂ）に示すように、両接続孔を通したボルトにナットを螺入して棟梁部材３０と
破風部材２０同士とを固定する。
【００４４】
続いて、左右の屋根パネルＰ－２をクレーンで吊り上げ、それぞれ左右の桁切用梁破風フ
レーム２２，２３と桁切用屋根パネル取付金具３３に架け渡して、屋根パネルＰ－２の上
端に取り付けられている連結部９２を相対させる。そして、左右の屋根パネルＰ－２の連
結部９２、９２をボルト９５・ナット９６（連結具）で連結して屋根パネルＰ－２が滑ら
ないようにするとともに、左右それぞれの屋根パネルＰ－２の連結板７５のベース７０に
沿う部分７５１と左右の接続板ＰＢ１，ＰＢ２とをボルト・ナットで連結したり、連結板
７５の骨格に沿う部分７５１と上板３３ｂとをボルト・ナットで連結して屋根パネルＰ－
２を破風部材２０に取り付ける。
【００４５】
又、左右の屋根パネルＰ－１をクレーンで吊り上げ、ケラバ部Ｋを妻側から突出させて、
それぞれ左右の桁切用梁破風フレーム２２，２３と桁切用屋根パネル取付金具３３に架け
渡して、屋根パネルＰ－２の上端に取り付けられている連結部９２を相対させる。そして
、左右の屋根パネルＰ－１の連結部９２、９２をボルト９５・ナット９６（連結具）で連
結して屋根パネルＰ－１が滑らないようにするとともに、左右それぞれの屋根パネルＰ－
１の連結板７５のベース７０に沿う部分７５１と左右の接続板ＰＢ１，ＰＢ２とをボルト
・ナットで連結したり、連結板７５の骨格に沿う部分７５１と上板３３ｂとをボルト・ナ
ットで連結して屋根パネルＰ－１を破風部材２０に取り付ける。
【００４６】
すると、破風部材２０上、即ち、右側の桁切上梁破風フレーム２２上と、左側の桁切上梁
破風フレーム２３上に屋根パネルＰが配設される。
次に、屋根部８５の上に屋根材を取付けると屋根が完成する。
【００４７】
このように構成された建物の屋根構造では、建物ユニット１０の切妻側に破風部材２０が
立設され、この破風部材２０に略三角形の破風パネル４０が配設される構造としたので、
建物の桁面に破風パネル４０が配設された屋根構造にできる。
【００４８】
また、一対の破風部材２０と棟梁部材３０とが分離して建物ユニット１０上に配設される
構造としたので、破風部材２０と棟梁部材とを工場から建設現場に個別に輸送でき、輸送
効率が向上する。
【００４９】
そして、破風パネル４０が破風部材２０の屋外側に配設される構造としたので、変化のあ
る建物の桁面が設計することができる。
【００５０】
また、両側の屋根パネルＰの上端部がボルト９５・ナット９６（連結具）で連結される構
造としたので、屋根パネルＰが上梁フレーム２２，２３の上を滑って下方にずれることが
ない。
【００５１】
【発明の効果】
　以上説明してきたように、請求項１の発明は、据え付けた建物ユニット上に屋根ユニッ
トを配設し、前記屋根ユニットに屋根パネルを配設した建物の屋根構造において、前記建
物ユニットの切妻側に棟梁両側から軒に向かう上梁フレームと

と桁梁フレームからなる破風部材を立設し、
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けられた接合部材 前記接合部材に接合される



破風部材に略三角形の破風パネルを配設した
ので、建物の桁面に破風パネルが配設された屋根構造にできる。
【００５２】
また、請求項２の発明は、前記建物ユニット上の棟方向に少なくとも一対の破風部材を配
設し、前記一対の破風部材を棟梁部材で接続した構造としたので、破風部材と棟梁部材と
を工場から建設現場に個別に輸送でき、輸送効率が向上する。
【００５３】
そして、請求項３の発明は、前記破風部材の屋外側に破風パネルを配設した構造としたの
で、変化のある建物の桁面が設計することができる。
また、請求項４の発明は棟梁両側から軒に向かう上梁フレームの上にそれぞれ屋根パネル
を配設し、この両側の屋根パネルの上端部を連結具で連結したので、屋根パネルが上梁フ
レームの上を滑って下方にずれることがない。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明に係わる建物の屋根構造の概略斜視図である。
【図２】破風部材の縮小図である。
【図３】破風部材の接合部材の図で、（ａ）は接合部材の上部から見た平面図、（ｂ）は
接合部材の側面図である。
【図４】棟梁部材の概略斜視図である。
【図５】（イ）屋根パネルの底面図、（ロ）は（イ）の側面図である。
【図６】屋根パネルの棟部分の取付構造を示す説明図である。
【図７】従来の建物の屋根構造の概略斜視図で、（ａ）は屋根組立完了図、（ｂ）は屋根
プレート配設図、（ｃ）は破風パネルユニット配設図である。
【符号の説明】
１０　　　　建物ユニット
２０　　　　破風部材
２２，２３　桁切上梁破風フレーム（上梁フレーム）
２４　　　　桁切下梁破風フレーム（桁梁フレーム）
３０　　　　棟梁部材
４０　　　　破風パネル
Ｐ　　　　　屋根パネル
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棟梁部材に向けて開口する前記接合部材の断面コ字状の本体部の開口先端から軒側に向け
て垂直に屈曲する屈曲部に前記棟梁部材の端部に設けられた接続板を当接させると共に、
前記屈曲部の下端を支持する支持部に前記棟梁部材の接続板の下端を支持させた状態で前
記接合部材と前記棟梁部材とを接合し、前記



【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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